
1。 序

「たぶん」という疑惑を表すスペイン語の副詞句に

は,quiz五 (s)・ tal vez・ acaso・ alo maOrな どの表現が

ある。本稿は,a10m●Orに 焦点を当てて考察してい

く。

alo maorは 直説法を取るとされ,現代スペイン語

における「なぜ a10 maOrは 接続法を受け入れないの

か」に関しては,Wasa(2002)で 詳説されている°。

けれども,通時的にアプローチした研究は見当たらな

い。本稿では a10m● Orの歴史を辿っていく。

2.alo maorの記述

まずは現代スペイン語の alo maorに 関する記述を

見ていこう。

2.1.DeMello(1995)

DeMello(1995)は 代表的な疑惑の副詞 を調査 した
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研究である。DeMello(1995:343)で は,a lo maOr

に関する次の記述がある。

Los casos de“ alo maor"quc encuentran enコ ni base

de datos confirman casi totalinente un  empleo

exclusivo del indicativo con esta locuci6no En 226 de

los 228 oraciones en que aparece“ alo m● or",O Sea

cn mtts de1 99°/o de los casos,  se emplea el

indicativoo Los`nicos dos casos de suttuntiVO SOn

6stos:

(私のデータベースで見つかる alo m● Orの 実例

は,殆 ど全て直説法が もっぱら使われているとい

って も過言ではない。a10 maOrが 現れている 228

文の うち,226例,す なわち 99%以上の実例 で

直説法が使われている。接続法 を用いた唯一の例

は次の 2つである。)

Serfa mqor que saliera lo grabado porquc a lo mttOr

vaya a pensar en。 … “(BA-24: 176)(い いことな

んじゃないでしょうか,心に刻まれたものが出て

くるなんて,そ れってひょっとしたら考えてると
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いうことではないでしょうか。)            
“

gJiθ rんθグθbθ r″ θθれたr》 (語 つてはいけないかも

Qui6n Sabe,a lo maor despu6s esa novela tenga algo    しれないことをあなたに言おう)直説法も取りう

quc ver,こ no?(SJN-4:94)ン (た ぶん,そ の小説    るが通常接続法をとる同義語の quiz五 や tal vez

が後に何か関係するのではないだろうか ?)      と異なり,a10 mlorや ala m● Orは いつも直説

法の動詞を携える。

alo maorを 統計面から詳細に述べている研究であ

る。この研究から a10 mttorは 直説法志向であること   a la mqorが メキシヨで使われる点に言及されてい

が分かる。                      るのが特徴である。ただし,本研究では,こ の ala maor

を扱わない。

2.2.GDLE(1999)

GDLE(1999:758)で は ,副 詞 の 章 で ,Mcilmente,  2.4。 Moliner(2007)

Mcil,capaz quc,por ahfと 同列に論 じて,すべて直説    次は Moliner(2007:314)を 見てみよう。管見の

法を選んでいるとしている。              限 り,a10 maorの統語条件として接続法をノミネー

次は GDLE(1999)に 掲載されている a lo maorの   卜させた最初の記述である“。

例文である。

No se puede construir con el verbo en pret6rito

Lo quc yo no crefa era quc el mulato hubiera muerto      imperfecto de suttunt市 O COm0 1os otros adverbios de

y que el ca%estu宙 ese envenenado.[.… ]A′θ
“
ィθr      pOSibilidad(como ≪′θsJb′ι

“
ι″ι, 9“ jZグ, ′αJ ソθz

estaba cqu市ocado.[Go Torrente Ballester,L7s JsJα s      θた。≫; no se puede decir,por aemplo,`a lo maOr

ιχ′
“
θ〃j4α rjαs,40](そ の混血の人が死んでいて,   no lo supiera'.

Itll琲 に毒が入れ られていたなんて私は考えなかつ    (他 の可 能性 を表す副詞 (例 えば ρθsjbJι

“
ι4′ι,

た。たぶん私は間違っていたのだろう。)       9′ Jzグ ,′αιソιz)の ような接続法未完了過去形の動

詞とは共起できない。例えば,a10m● Or n0 10

2.3.DJεθJθれαrjθ ′αれたJψご刀jεθグθグ
“
あs           supieraと は言えないのである。)

次 は DJεεJθηαrJθ ρα燿乃JψごηJεθグιあ あ s,す な わ ち ,

Real Academia Espahola(2005:430)を 見 て み よ う。   2.5。 NGLE(2009)

mttOrの項目に次の説明がある。             NGLE(2009:1956)に は,a lo m10rに 関する次

のような記述がある。

3。 α Jo“ィθらα滋
“
″θA C010quialmente,`quiz五 ,tal

vez':《 B“θんθ,α ′θ
“

gJiθr“θθ」ψ′J9夕ど
“
α′》(MDfez      La locuci6n verbal α Jθ 

“
gJiθr se cOnstituye

巳xp`グJθ″ι[Esp.1992])。 La primera forma es la m`s      asimismo con ambos modos, si bien alcanza mtts

extendida cn todo el mundo hisp`nico; la segunda     extensi6n el indicat市 o quc el suttunt市 0:

es usual en M6xico:《 Lι ソθy αグθεゴrα′gθ 9“θα′α    (接 続法よりも直説法が広がっているとはいえ,a

“
イθr ηθ グθわθr″ εθ″αr》 (P“θι∫θ [M6X.]    lo mttorの 動詞旬には,両叙法とも使われる。)

26。 1.97).3'A diferencia de sus equivalentes 9“ Jzご y

′αJ ソιて, que normalmente llevan el verbo en      Si te範 五s un pOCO,alo m● Or vOs lo comprend6s

SuttuntivO(aunque tambi6n admitan su uso con   (Co■ 五zar,Rα ッタιJα )(も し も う少 し注 意 す れ ば
,

indicativo),α  Jθ

“
ィθr y α′α

“
gJiθr llevan siempre    たぶん君はそれを理解できるだろう。)

el verbo en indicativo.

(a lo mqor,a la maOr口 言吾で `quiz五 ,tal vez'(た       La proporci6n de los usos con suttunt市 O es

ぶん)を 表す。≪B夕ιttθ,α ′θ
“

aJiθr“ιι″′j9夕ど    ligeramente mayor en el espa五 ol americano que en el

17tα l》 (MDfez Eψιグjθ″ι [Esp.1992])。 (た ぶん    europeo.

私の説明が悪かったのだろう)alo m● orは スペ    (接 続法と共に用いる傾向はスペインのスペイン

イン語圏全体で使われる。a la maorは メキシヨ    語よりもアメリカ大陸のスペイン語で若干多い。)

でよく使われる。《Lθ ソθy αグθεJr αJgθ 9“
`α

 Jα
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No dudo que un hulzache cllnarron y un hulzache

chapalo cuando sc juntan, a lo maOr den un

huizache con un perfume quc abone la grictas de la

ticra(Azuela,A.,ル
“
αZθ )'(野生のキ ンゴウカ

ン (植物名)や こんもりしたキンゴウカンが一緒

になれば,き っと大地を豊穣にしてくれるような

香 りのあるキンゴウカンを付けると疑っていな

い。)

A lo m● or nO sepa c6mo insurgi6 Caldera a la vida

polftica(Universal[Ven.]3/11/1996)(き っとカ

ルデラがどうやって政治生命に蜂起したのか知ら

ないのだろう。)

A lo nleJor hubiera muerto ya desde hace rato

(Quinter。 ,Eψικんあ )° (た ぶん,ち ょっ と前 か

らもう死んでいたのだろう)

A lo mqor lo hubiera apartado(Aguilar Camfn,

Errθr)7)(たぶん,それを遠ざけたのだろう)

2.6。 Jensen&Lathrop(1973)

Jensen&Lathrop(1973)は 中世スペ イン語の接続

法 に焦 点 を当 て た研 究 で あ る。 Jensen&Lathrop

(1973:22)に 次の説明がある。

The use of the suttunctive of doubt in a ⅡLain Clause

appears to be restricted to verbs modified by adverbs

that further emphasize the aspect of uncertainty, such

as 9“ Jzグ , ρθr ソιん′
“

rα, αεαsθ. But eVen in these

constructions, the preference is for the present or

future indicative in 01d Spanish ;  hardly  any

examples were found of the suttunctiVe。 (主節 にお

ける疑惑の接続法を使うことは不確実性の局面を

さらに強調する副詞 (例 えば quiz五 ・por ventura

・acaso)が修飾する動詞に限られるようだ。 し

かしながら,こ れらの構文であっても,古いスペ

イン語においては直説法の現在形や未来形が好ま

れ,接続法はあまリタ1が見られない。)

(中略)

Pθ r(α )ソιん勘
“

was found only with the indicative.

(Por(a)venturaは 直説法のみ見られる。)

por aventura es por las maneras quc an aquellas sus

mugeres.(L“θαんθr l16,21)

y por ventura haremos mas。 (θιJθ s′Jんα 139,18)

Jensen&Lathrop(1973)で は,主節に用いられる

「疑惑」の表現のなかに alo maorに 含まれていない。

ゆえに,古いスペイン語では,a10 maOrの登場がな

かったということではなかろうか。a lo maOrの 出現

時期が歴史的に浅いと予想できるのではないだろう

か 。

3.alo maorの出現

スペイン王立アカデ ミーのデータバ ンクである

CORDEを 使用 して,疑惑の副詞を調査 してみる。数

は以下の通 りになった。

A lo maOrは 1800年代に普及 し始めて,1900年代

に A lo maOrの 使用が急上昇 している。同 じような

意味の Quiz`(S),Tal vez,Acasoお よび Por(a)ventura

が 1500年 頃にはすでに多 く使われている点 と比べる

と,A lo m●orは 出現時期が新 しいといえる。ここで

着目したいのは,A lo maOrの 叙法である。

次に,A lo m● orの 動詞形式 を見て行 く。 とりわ

け,直説法/接続法の対立に焦点を当てて論 じる。

4.A lo興qorの動詞形式

A lo maOrが データとして多く登場するのは,1800

年代以降なので,1801年 から1900年 と1901年 から

2000年 の 2つの時代に大きく分ける。まずは 1801年

から1900年 (図 1)を見てみる。

A lo maOrは 接続法の例が見当たらない。a10 maOr

が接続法を従えないという説明は少なくとも,こ の時

代に対する説明としては的を射ている。

続いて,1901年から2000年 (図 2)を 見てみよう。

直説法の使用が圧倒的である。_ra形の使用がわず

かに見られるようになったのが目を引 くところであ

る。しかし,依然として接続法現在形や接続法過去 ―se

表 1 疑惑を表す副詞の頻度数

CORDE A lo
meJor QuiZ五 QuiZ`S

Tal
Acaso

Por
ventura

Por
aventura8)

0-1300 1

1301-1400

1401-1500 78 40

1501-1600 168 46 84

1601-1700 192 186 94 300 1

1701-1800 1 102 167 417

1801-1900 308 1287 1171 231

1901-2000 575 1856 595 2131 1958 82
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図 l A lo meJor CORDE 1801-1900

「
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図 2 A lo m●or CORDE 1901-2000
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図 3 A lo meJor CREA libros Espaha

直説法線
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直説法    (〔｀
ra形 1%
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直説法
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図 4 A lo meJor CREA oral Espaha

A lo maOr CREA oral Espaha

直説法現在形 120

直説法線過去牙

直説法点過去升

未来形

過去未来

―ra形 1

接続法 ―se

接続法現在形

形は使われていない。―ra形 は,ルーツを探ると直説

法過去完了形であり,現代においてでも,直説法的な

使用と解釈できる場合も多い。それに対 して,接続法

現在形や接続法過去 ―se形 は,現代までずっと接続法

としての機能を維持 している。A lo maOrと 接続法が

共起 しにくいというのは,こ のデータからも読み取れ

る。

次は現代スペイン語における調査をしてみよう。現

代スペイン語のデータバ ンクである CREAを利用 し

た。なお,A lo maOrの データ数そのものは非常に多

い。それゆえ,媒体を書籍と口頭に限って調査 した。

その結果は図 3お よび図 4であつた。

A lo meJor 1801-1900

直説法現在形

直説法線過去弄

直説法点過去形

未来形

過去未来

―ra升

接続法 ―se

接続法現在形

A lo meJor 1901-2000

直説法現在形 327

直説法線過去形

直説法点過去形 62

未来形

過去未来

―ra形

接続法 ―sc

接続法現在形

A lo mcJor CREA libros Espaha9'

直説法現在形 439

直説法線過去形

直説法点過去形 49

未来形

過去未来 29

―ra形

接続法 ―se

接続法現在形
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書籍に限定 して調べてみた結果では,圧任l的 に直説

法形態多い。ただし,接続法現在形や接続法過去 ―se

形が現れている。実夕1に ついては,次の章で見て行

く。

口頭になると,再び接続法現在形や接続法過去 ―se

形がゼロになる。また ―ra形 もわずか 1例 しか現れて

いない1°

。

5。 実 例 検 証

本稿では,ス ペインにおける接続法の実例を提示す

ることとする。

・ A lo maOr,cn el trato haya un mayor desprecio o una

mayor rabia al hecho de ser mtter(Almeida,Cristina

(1995)artt αbjι r′αα
“
んα ρθJ″ jθαんθん

“
あ sθb″ Jα

εθrrηεJび4,ESPAttA,03.Polftica)(た ぶ ん,交 友 関

係においては,女性であるということに対して,も

っと大きな見下 しや毛嫌い感があるのかもしれな

い)

・ ―A lo nleJor tampoco te hubiese gustado casarte ahora

insinu6 61 de repente sin levantar la vista, y attadi6 al

punto一 : No he dicho nada。 (Caballero Bonald,Jos6

Manuel(1981)乃あ Jα んθεんιθッι
“

ん′αSα r′″α
“

S,

ESPAttA,07.Novela)(た ぶ ん,結 婚 した くなか っ

たのかもしれない,突然彼が視線を上げずにほのめ

かした。そして, ちようど付け加えた。「私は何も

言っていない」と。)

・ A lo maOr, mi vida hubiera cambiado tambi6n.

(Moncada,santiago(1991)Cιんα′ακ あ S,

ESPAttA,07.Teatro)(た ぶ ん,私の人生 も変 わ って

いただろうに。)

・ A lo m● or mc hubiera vuelto maric6n..。 (Alba,

Vfctor(1975)EJ′″α
“
 ψ Jθαんθ, ESPANA, 07.

Novela)(た ぶん,僕は同性愛者 になっていただろ

うに...)

・ A lo mqor hubiera sido buena oradora de mftines.

(Alba,Vfct6r(1975)EJ′ ″αrθ ″7jεακθ,ESPAttA,

07.Novela)(た ぶん説教師になっていただろうに。)

・ A lo maOr le hubieran salido estudiosos.… (Salisachs,

Mercedes(1975)Lα  gαηgrθんα, ESPAttA, 07.

Novela)(た ぶん勉強家になっていただろうに。…)

・ A lo mttOr te hubiera gustado ser otra cosa,h可 o。 ..

(Buero Vall● o,Antonio(1976)Lα あbJθ んJs′θrjα グιJ

グθθ′θr l陶 J“y,ESPAttA)(た ぶん, もっと他の こと

が好 きになっていただろうに。… )

・ A lo mttOr esa gota nos pudiera hacer un pantano,

como va para dicz attos que sucedi6。 (Nieva,Francisco

(1982)Cθ
“

れαあ ッ θJ′θ
“

(Rapsodia esp面 ola),

ESPAttA,07.Tcatro)(た ぶ ん,起 こった 10年 をか

けて進 んでい くが ごと く,そ の水滴が私 たちに池 と

できるのだろう)

・ A lo m●or hasta os hubierais suicidado como hacen las

solteronas danesas despu6s de echar una moneda a la

fuente de Trevi, o estarfais en una casa de salud

nomega recordando el dfa que perdisteis el virgo en un

picnic, cuando tantos recuerdos buenos ten6is de haber

sido camareras de la Virgen de las Angustias. . .

(Mattfnez Mediero,Manuel(1988)」 助 sんιmα4αsグι

Bιび♭Jθ BJJJ θαbα Jgαれグικ
“
ιソθ,ESPAttA,07.Tcatro)

(た ぶん,デンマークの行き遅れ女たちが トレビの

泉にコインを投げ入れてからやるように自殺してい

たか,「悲しみの聖母マリア」のウエイトレスとい

ういい想い出を込めて,ピ クニックで処女を失った

日を回想しながらノルウェーの精神病院にいるだろ

うに。

実夕1を 見てみると,接続法の例の多くは,反実仮想

文と共起している。接続法現在形は 1例が出現したに

すぎない。反実仮想文ということは,実質,a10 maor

が直接,法選択にかかわっていないということが言え

る。

反実仮想文を除くと,alo maOrが接続法を選択 し

ているのはたった 1例 しかない。今後調査を継続しな

ければ明らかにならないが,現段階では,NGLE
(2009)の いう両叙法を選択するというところまでは

至J達 していない。

6。 ま と め

A lo m●orを 通時的に見た場合,次の 3点が指摘で

きよう。

①A lo maOrが 普及したのは,こ こ200年 ぐらいの

ことである。

②この 200年の実例を調査した限りでは,専 ら直説

法といっても過言ではない。

③イベリア半島のスペイン語で接続法の実例を調査

した限りでは,接続法はほとんどの場合,反実仮

想文として使われている。反実仮想文ということ

は A lo mttOrが 叙法に影響を与えているのでは

ない。
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疑惑の副詞句に導かれる場合の叙法は,解明されて

いるようでまだまだ解明されていない。他の疑惑を表

す副詞も通時的に調査していくのが,こ れからの課題

である。
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ノ主

1)Wasa(2002)の結論 は次の通 りである。

La observaci6n demuestra quc α′θ
“

aJiθ r no admite el

Suttunt市 O porquc el hablante lo emplea, no para

insertar la duda cn la verdad de una proposici6n, sino

para clegir una o dos proposiciones de entre las

proposlcloneS quc ocurren al rrlismo tiempo en el

hablante y expresar la relaci6n paradigmtttica entre las

propodcbnesメ urales。 (Wasa 2002:131)
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(考 察の結果,a10 maorが 接続法を受け入れない

のは,話者が命題の真偽を差 し挟んでいるのでは

なく,話者のなかで同時に思い浮かんだ命題のう

ち,1つ ないしは 2つの命題を選び取 り,複数ある

命題か ら系列的な関係 を表現 しているか らであ

る。)

2)alo maorの 実例には,次のように,nunca se sabeや

qui6n sabeと 共起する用法がよく見られる。

・ El patr6n piensa que sf,nunca se sabe,a lo maorl。

han escondido esos peros。 (Vargas Llosa,Mario

(1966)肋 εαsθ だ〃
`,PER6)(た

ぶんであって,わ

からないんだが,そ の大がそれを隠 したと主人は

考えている。)

・ Qui6n sabe,a lo maor aquel chico eras t`。

―No― ri6 61-。 Yo no vivfa entonces en]Barcelona.

(Mars6,Juan(1966)ク′j“αs′α〃ιs θθ4■″Sα ,

ESPAttA)

(「 ひょっとしたら,あ の子が君だったのか ?」 「い

いえ。僕はその時バルセロナに住んでいませんで

した。」と彼は笑った。)

3)NGLE(2009:2377)に よると, a la maOrは メキシ

ヨでも a10m● Orよ り頻度が低いという。

4)DeMe1lo(1995:343)に よると,すでに Molinerの

この辞書の 1967年版でこの事が述べられている。

5)GooJe書籍で,同書 (E′ ′α
“
α%θ グι′jグιttθ )検索 し

たところ,A lo maOrは 31例 ヒット。ところが接続法

はこの用例だけ。

6)GoogL書籍で,同書 (■ sjgθ ιψι
“
れグθ)検索 したと

ころ,A lo maOrは 4例 ヒット。ところが接続法はこの

用例だけ。

7)後 に見るメキシコでの唯一の接続法例である。CREA

で調べたところでは,こ の例を含めて,EJ`r“ rル Jα ルんα

には A lo maOrお よび a lo mttOrが 7例 登場するが ,

接続法はこの用例のみ。

8)Alonso Pedraz(1986:459)に よると,Por aventura

lま 13世紀から 16世紀にかけて,Quiz`と いう意味であ

ったという記述がある。

9)次のような vete t`a saberは 命令法を従えているとも

考えられるが,慣用句として扱った。

O Alo m● or Otra de Albacete,vete t`a saber.(Salvador

Ctta,Gregorio(2002)E′ 6Ji`ル J θθ

“

ρごs,ESPANA,

07.Novela)(ひ よつとしたら,ア ルバセーテに関す

る別の歴史なのだろうか。)

10)DeMe1lo(1995:359)の 調査によると,QuiZ`は現代

スペイン語において 70%が直説法,30%が接続法 とい

う結果が出ている。また,RAE(1973:359)で は,疑
惑の副詞を用いた文における ―ra形 と―rfa形の置き換え

に言及,ま た ―se形の広が りについて触れ,こ れらは等

価だとしている。

実際,CREAで CREA oral Espahaと いう条件で Quiz`

を調べると,直説法現在形 34,接 続法現在形 27,そ の

他 23と なった。直説法現在形 も接続法現在形 も同 じぐ

らいの割合で登場 してい るのである。詳細 は土井

(2010) 2ゝ 月瞑。


